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第 1回クラブの様子 
今年度のクラブは、バスケットボール、卓球、

ティーボール

などの運動系

と、読書、カ

ードゲーム、

ポップアップ

カード、理科実

験、音楽、筆文字

アートなど室内

系のもの、９ク

ラブを開催しま

した。普段の授

業とは一味違う楽しい活動を、子どもたちは真剣

に取り組んで

いました。 
 

 

 

学級目標紹介⑤ 
６年２組 

 
全員のよさを伸ばして、活躍することができる

温かい学級にしたいです。また、最高学年とし

て、一人一人が桜町小学校を引っ張っていくヒー

ローのような存在になりたいという思いをこめま

した。 

人権集会 
７月２日、５・６年生を対象に山口力先生を

お招きして人権集会を行いました。講話の題名

は「わすれもの」でした。どんな忘れ物をした

のでしょうか。 

いつも一緒に遊んでいた 7人のメンバー。そ

の中のＡ君が「今度の夏祭り、行くだろ？」

と、みんなで

行くと思って

Ｂ君に声をか

けました。で

も、Ｂ君は

「Ｃ君に聞い

てみないとわ

からない」と言います。何かいつもと違う様子

です。山口先生から、もし、Ｂ君だったら、Ａ

君だったら、ほかのメンバーだったらと次々に

質問がありました。５・６年生は様々な考えを

発言していました。ちょっとした態度や言葉で

相手を傷つけてしまったり、自分が傷ついたり

します。「相手のことを思いやることを忘れな

い」と山口先生は話

してくださいまし

た。「本当の友達とは

友達みんなが幸せに

なることが幸せだと

感じられること」な

のです。自分だけ幸

せとか、誰かだけ幸せとかではだめです。具体

的な場面を想像しながらの講話はわかりやす

く、５・６年生の心に響いたことと思います。 

 

 

 

 

振り返りより 

〇 私はいつも自分に正直になれなくて「あり

がとう」「ごめんね」があまり言えなかったけど、

これからは、言えるようになるかもしれない（中

略）自分に優しくしないと人にも優しくなれない

から、甘えじゃないけどもっと自分に優しくし

て、人にもイライラをぶつけずに優しくなろうと

思った。 

〇 最初の話で、「右ポケットには夢がある」、

私は右ポケットには無限の可能性があると思

いました。（中略）優しさ、思いやり、ありがと

う、ごめんねの忘れ物をしないように自分の意

見をしっかり言って、人に相談される存在にな

りたいです。 

 


